










ロ ジ ャー ・フ ライ の 「デ ザ イ ン」
一 オメガ工房 における試 み
要 真理子/大阪大学
イギ リスの美術批評家 ロジャー ・エ リオ ッ
ト・フライ(1866-1934)はポス ト印象派 の
命名者 と して,そ してそれ らの作 品をイギ リ
スに初 めて紹介 した人物 と して名 高い。 それ
ゆえ,一 般 に,フ ライの批評 活動 として注 目
され るのは,彼 が二っのtス ト印象派展 を組
織 した1910年と12年の時期 にほとん ど限 られ
てい るQそ の際,決 まって彼の フォーマ リス
ト的な姿勢が強調 され る。 しか し,実 際には
フライは芸術 と生活 を完全 に切 り離す ことは
なか った し,純 粋芸術 ばか りでな く応 用芸術
も積極 的に支援 しでいた。具体的 に言 えば,
フライが創設 したオメガ工房(1913～1919)
にお いて は,応 用芸術が作 られ,フ ライ 自身
も制作 に携 わ った。
オメガ工房 は,歴 史的にはモ リス ・マーシャ
ル ・フォー クナー商会 の後継 と位置づ けられ
る。 モ リス同様,フ ライはイギ リスの伝統的
な装飾的意匠 と手仕事 を賛美 し,粗 雑な量産
品や模倣 品を憂 いだ。一方,工 房経営 に関 し
ては同時代のパ リのデザイナー,ポ ール ・ポ
ワ レのイ ンテ リア装飾全般 を請 け負 う新規事
業 を参考 に してい る。 ポワレのア トリエで は,
中世 のギル ドと同 じくデザイ ンの作者 を匿名
に し共同制作が試み られたが,そ ればか りで
な く,芸 術家主導 の商品企 画,熟 練者 ・見習
いの別 ないデザイ ンの採用,利 潤 の公平 な分
配 が実践 されて いた。 こう した シスデムに共
感 した フライは,中 世 のギ ル ドよりむ しろポ
ワレのア トリエを手本 と した。
発表 では,フ ライが このオメガ工 房を運営
した時期 に注 目 し,彼 が 「デザ イ ン」 とい う
































色彩 は,「エモーション」 を波立たせ る要素
であ り,こ れ らか ら成 る作品の組織 こそが
113
「デザ イ ン」 な のだ とい う。 そ して,こ の
「デザイ ン」 を分析す ることによって作品個 々
の 「フォーム」 を具体 的に記述す ることが可
能 とな るのであ る。
作品 の 「デザ イン」 を論 じるとき,フ ライ
は"pla'stic"と"decorative"の二 種 の形 容
詞 を併用 した。"plastic"とは作品 の三次 元
性(再 現性 で はな い)を 強調 し,"decora一
七ive"は表面組織 の統一性 に関与す る。 た と
えば,セ ザ ンヌの絵画 の場 合,plasticなデ
ザイ ンとdecorativeなデザ イ ンは一個のタッ
チに集約 され,個 々の小 さな筆致 の連 な りは
印象派のようなばらばらの色斑 とな らずにヴォ
リュームを現出す る。 フライに とって,二 っ
のデザ イ ンは,互 い に排 除 し合 うのではな く,
秩序や統一性 に基づ く構成(純 粋 デザイ ン)
において調和で きるものだ った。 フライは,
「エモー ション」 を波立 たせ るデザイ ンを有
す る作品 には純粋芸術 ・応用芸術 の区別無 く
「フォーム」 を見 出す ことがで きると考えた。
くだん のフォーマ リズム批評 が純粋美術 のみ
を対象 と し,芸 術 ジャンルの個別性 を前提 に
理論を展開 したの に対 し,フ ライは応用芸術
もその射程 に含 めて いたのである。
オメガ工房 にお ける 「デザイ ン」 の展開 とフ
ライの批評の可能性
オメガ工房の運営が実質 的にス ター トす る
のは1913年7月の ことであ る。「Ω/オ メガ」
という名称 は,誰 で も知 っている言葉 であ り
商標 に適す るというフライの考 えに由来す る。
ダ ンカ ン ・グラン トや ヴァネ ッサ ・ベル等,
オメガの作家の多 くは,第 二 回ポス ト印象派
展 の出品者で もあった。 当初 デザイ ンの多 く
は,ポ ス ト印象派風 なマ ッス と輪郭線 を備 え
たplasticなものであ った。 そ れ は,キ ュ ビ
スムに特徴的な直線 と矩形 か ら構成 されるデ









るたあの根拠 とした 「知的」で 「意識的」な
性質とは異なる 「無意識」という要素に着目
するようになったか らである。フライによれ














着 したフォーマ リズム批評とは異なり,よ り
柔軟に諸々の要素に対応 していた。 こうした
フライの批評は一般的なフォーマ リズムが語
ることを拒絶 した応用芸術とも純粋芸術とも
判別のっかない現代の意匠にさえ適応できる
可能性をもっていると言えるのではないだろ
うか。
